
学祖　松本生太先生　筆

和 敬 会 だ よ り
2018.４.１9　発行　20号

鎌 倉 女 子 大 学 和 敬 会
〠２４７-８５１１　鎌倉市岩瀬１４２０　☎０４６７-４４-２２００

鎌倉女子大学和敬会 検 索

70年に一度の開花〜岩瀬キャンパスの竜
りゅう

舌
ぜ つ

蘭
ら ん
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鎌
倉
女
子
大
学
は
、
二
〇
二
三
年
に
八
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
に
向
け

て
、
本
学
は
、
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
往
年
の
在
学
生
の
皆
さ
ま
に
は
思
い

出
も
深
く
、
懐
か
し
い
学
び
の
庭
で
し
ょ
う

し
、
特
に
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
祖
・
学

父
が
自
ら
手
掛
け
た
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
に
、

今
日
の
責
任
を
預
か
る
私
た
ち
に
と
り
ま
し

て
も
、
そ
の
再
整
備
を
決
断
す
る
ま
で
に
は

格
別
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
折
に
触
れ
て
耐
震
化
を
中

心
に
改
修
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い

よ
い
よ
本
格
的
な
再
整
備
を
実
行
に
移
す
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、南
側
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
中
等
部
・

高
等
部
用
の
新
校
舎
を
建
設
い
た
し
ま
す
。

教
室
・
図
書
室
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン

ジ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
・
体
育
館
・
礼

法
室
他
の
各
施
設
、
そ
し
て
中
庭
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
を
も

つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
機
能
的
に
設
え
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
貫
教
育
の
総
合
学
園
で

す
か
ら
、
大
船
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
一
定
の
親

和
性
を
も
っ
た
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
配
慮
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
術
研
究
を
伴
う
大

学
施
設
と
は
異
な
る
、
学
齢
期
に
応
じ
た
明

快
で
若
々
し
い
建
物
に
し
た
い
も
の
と
思
い

ま
す
。

　
次
に
、
本
館
を
改
修
、
こ
こ
に
岩
瀬
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
央
管
理
シ
ス
テ
ム
と
初
等
部
を

お
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
初
等
部
が
使
用
し

て
い
る
西
館
を
改
修
し
、
幼
稚
部
を
移
転
。

こ
れ
に
よ
り
、
既
存
の
幼
稚
部
・
初
等
部
・

中
等
部
・
高
等
部
の
校
地
・
校
舎
は
、
平
均

一
・
三
倍
に
広
が
り
、
相
当
大
規
模
な
幼
稚

部
・
初
等
部
・
中
等
部
・
高
等
部
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
更
に
、
現
在
の
幼
稚
部
ひ
ま
わ
り
館
を
学

友
会
館
（
仮
称
）
と
し
て
整
備
し
、
一
階
部

分
を
和
敬
会
の
活
動
に
提
供
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
延
床
面
積
は
、
フ
ロ
ア
部
分

で
一
五
九
・
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
に

キ
ッ
チ
ン
と
ト
イ
レ
ッ
ト
が
付
帯
し
ま
す
の

で
、
事
務
局
の
日
常
的
な
活
動
は
勿
論
の
こ

と
、
優
に
五
〇
人
を
超
え
る
規
模
の
ク
ラ
ス

会
な
ど
も
開
催
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
国
の
制
度
改
正
は
元
よ
り
、
激
し
く
動
く

時
代
で
す
の
で
、
そ
の
動
向
も
見
計
ら
い
な

が
ら
、
施
設
活
用
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
ベ

ス
ト
の
案
を
検
討
・
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し
て
は
こ
の
計
画
案
を

二
〇
二
三
年
に
向
け
て
順
次
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
秋
の
和
敬
会
総
会
に
は
、
一
定
程
度
煮

詰
ま
っ
て
い
く
見
込
み
の
再
整
備
計
画
案
の

絵
も
披
露
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
挙
っ
て
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

︱
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の

�
再
整
備
に
つ
い
て

理
事
長
　
福
井
　
一
光

創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業

公
認
心
理
師
の
養
成
が
始
ま
り
ま
す
！

　
児
童
学
部
子
ど
も
心
理
学
科
お
よ

び
大
学
院
児
童
学
研
究
科
で
は
、
公

認
心
理
師
の
養
成
を
二
〇
一
八
年

（
平
成
三
〇
年
）
四
月
よ
り
始
め
ま

す
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
五
年
（
平
成

二
七
年
）
に
心
理
職
で
は
初
め
て
国

家
資
格
と
し
て
「
公
認
心
理
師
」
が

定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
学
大
学
院
で

は
、
臨
床
発
達
心
理
士
と
学
校
心
理

士
に
加
え
、
公
認
心
理
師
へ
の
道
も

開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
公
認
心
理
師
資
格
は
、福
祉
分
野
、

学
校
教
育
分
野
、
保
健
医
療
分
野
な

ど
、
将
来
様
々
な
と
こ
ろ
で
活
用
さ

れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
、
臨
床
分

野
を
目
指
し
て
い
る
大
学
院
進
学
希

望
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
理
職

に
就
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
学
生

に
は
、
公
認
心
理
師
資
格
取
得
を
是

非
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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全
国
の
和
敬
会
会
員
の
皆
様
、
お
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
一
昨
年
古
希
を
迎
え
、
病
気
を

患
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
の

事
を
振
り
返
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
や
は
り
こ

の
学
園
と
の
深
い
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
が
生
れ
た
昭
和
二
十
一
年
、
学
園
は
終

戦
後
の
焦
土
と
化
し
た
横
浜
か
ら
、
鎌
倉
市

岩
瀬
（
現
在
の
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
）
へ
大
八

車
に
机
・
椅
子
を
積
ん
で
移
っ
て
来
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
一
年
に
私
は
東
京
芸
術
大
学
に

入
学
し
、
そ
の
翌
年
に
全
国
で
初
の
女
子
生

徒
の
み
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
を
発
足
し
、

そ
の
後
、
中
等
部
・
高
等
部
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
と
な
り
、
発
足
当
時
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
に
大
学
・
短
期
大
学
部
の

音
楽
専
任
講
師
と
し
て
就
任
、
京
浜
女
子
大

学
家
政
学
部
児
童
学
科
・
家
政
学
科
、
短
期

大
学
部
家
政
科
・
初
等
教
育
科
第
一
部
・
第

二
部
（
夜
間
部
）・
幼
稚
園
教
員
養
成
所
の

音
楽
授
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
あ
の
頃
を
今

で
も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
京
浜
女
子
大
学
は
鎌
倉
女
子

大
学
と
な
り
、
平
成
十
五
年
に
は
大
学
・
短

期
大
学
部
が
、
鎌
倉
市
大
船
の
松
竹
撮
影
所

跡
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
大
船
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
大
学
吹
奏
楽
団
を
発
足
さ
せ
現
在

も
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
学
祖
松
本
生
太
先
生
の
奥
さ
ま
で
あ
ら
れ

た
千
恵
子
夫
人
が
詩う
た

わ
れ
た
「
乙
女
等
を
教

う
る
と
い
う
大
き
業
、
命
を
か
け
て
成
さ
し

め
た
ま
え
」
と
い
う
一
句
が
今
に
な
っ
て
身

に
し
み
て
い
ま
す
。

　
今
さ
ら
な
が
ら
、
生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま

で
に
出
会
っ
た
人
々
の
こ
と
を
今
一
度
想
い

お
こ
し
、
一
期
一
会
を
噛
み
締
め
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

音
楽
と
と
も
に
学
園
と
と
も
に

三
縄
　
公
一
先
生

「
若
さ
は
　
年
と
は
関
係
な
い

　
　
　
　
　

年
で
は
測
れ
な
い
」

こ
の
言
葉
通
り
に
、
生
き
生
き
と
活
躍
さ
れ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
和
敬
会
会
員
の
皆
様
、

お
元
気
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

表
題
の
「
自
我
作
古
」（
宗
の
孝
宗
の
語
）

　�

古
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
か
ら
新
例
を

開
い
て
後
の
世
の
人
が
こ
れ
を
古
例
と�

し
て
準
用
す
る
よ
う
に
す
る
…
…
独
創

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　
皆
様
は
、
今
居
ら
れ
る
場
所
で

「
自
分
に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
」
で
楽
し
み
や
好

き
な
事
を
も
ち
続
け
る
・
生
き
る
喜
び
を
強

く
も
っ
て
、
決
し
て
心
を
引
退
さ
せ
な
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
、
あ
と
に
続
く
者
に
は
輝
い
て
み

え
ま
す
。
思
い
っ
き
り
自
己
主
張
を
す
る
…

な
ん
て
素
敵
な
事
で
し
ょ
う
。
想
い
を
未
来

に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
　
昨
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
・
各
地

で
の
土
砂
災
害
、
人
災
に
よ
る
交
通
事
故�

等
々
心
痛
む
事
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
々
様
は

如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　「
平
成
」
の
時
代
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
ね
。

今
年
は
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
平
穏

で
実
り
あ
る
年
・
笑
う
こ
と
が
沢
山
あ
る
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

①
和
敬
会
総
会

　
＊
平
成
三
十
年
十
月
十
四
日
（
日
）
＊

　
あ
と
六
カ
月
程
で
、
久
方
ぶ
り
に
皆
様
と

お
会
い
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　②
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
八
年
間
　
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
　�

十
五
人
の
仲
間
と
共
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
〜
す
。

　
年
に
一
度
の
「
和
敬
会
だ
よ
り
」
は
皆
様

と
の
絆
で
す
。
こ
れ
を
通
し
て
更
に
和
敬
会

が
発
展
す
る
…
「
明
日
に
託
す
夢
」
で
す
。

自
　
我
　
作
　
古

─
わ
れ
よ
り
　
い
に
し
え
を
な
す
─

和
敬
会
会
長

金
子
小
夜
美
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〝h
ほ っ こ り

okkori p
プ ロ ジ ェ ク ト

roject〟活動報告
　家政学部と入試・広報センターは、鎌倉に手ぬぐい専門店とカフェ
を展開するnugoo（ぬぐう）鎌倉と地域産学連携プロジェクト

〝hokkori project〟（ほっこりプロジェクト）を開始し、平成29年度
は、家政保健学科1年生2名と2年生6名のメンバーで、お弁当包
みを作成しました。
　3月に八王子にある手捺染工場や鎌倉のnugooの店舗を見学した
後、学生は何回もデザイン案について、nugoo鎌倉と協議し、最終
的に3つのデザインが
採用されました。企業
とのコラボは学生に
とって貴重な経験にな
りました。詳細は、本
学のHPをご覧くださ
い。また、作成した製
品は、nugoo鎌倉のHP

（本学のHPにリンクが
あります）の通信販売
で購入できます。学生
のデザインを見ていた
だけたら幸いです。

〈県内の大会〉
　神奈川県中学夏季弓道大会兼関東大会・全国大会県予選会
　女子団体2位

〈県外の大会〉
　第28回関東中学生弓道大会　出場

神奈川県私立小学校陸上記録会
　平成29年10月10日（火）、大和市営スポーツセンターで
神奈川県私立小学校陸上記録会が行われ、神奈川県の私立
小学校の５・6年生約５６0人の児童が参加し、自己の記録
に挑戦しました。
　例年になく暑い一日となりましたが、５年生、6年生は
それぞれ自身の目標を持って記録会に臨み、見事100ｍ走、
200ｍ走、800ｍ走、80ｍハードル、ソフトボール投げ、
スウェーデンリレー等で1位を獲得しました。
　競技に真剣に取り組み、頑張る友達を大きな声で一生懸
命に応援するなど、心身ともに充実した一日となりました。

第11回鎌倉市学童水泳大会開催
　８月6日（日）、山崎こもれびプールにて、第11回鎌倉
市学童水泳大会が行われました。
　初等部では、6年生の石田優さんが男子2５ｍ平泳ぎと
2５ｍ背泳ぎで大会新記録を出し1位、４年生の児嶋佳乃
さんが女子５0ｍ背泳ぎで1位になるなど活躍しました。

19号 輝く今…の「初等部 日本美術の教育文化交流展」
出品者 田中晴大君のお名前が違っておりました。
訂正してお詫びいたします。

　田中晴人君（誤）→ 田中晴
はる

大
と

君（正）

仲間とともに分かち合う感動
　平成29年度も各クラブが様々な活動をし、
仲間とともに授業だけでは得られない貴重な体
験をしました。その活動を一部紹介します。

大会結果
男子25m平泳ぎ	 １位（大会新記録）	６年　石田 優
男子25m背泳ぎ	 １位（大会新記録）	６年　石田 優
女子50m背泳ぎ	 １位	 ４年　児嶋 佳乃
女子50mバタフライ	 ２位	 ４年　児嶋 佳乃
女子50m平泳ぎ	 ２位	 ６年　瀧川 麻耶

弓道部
平成29年度の活動実績

〈県内の大会〉
　関東高等学校弓道大会県予選会
　女子団体５位
　全国高校選抜大会県予選会
　女子団体５位

〈県外の大会〉
　第72回国民体育大会弓道競技会
　神奈川県少年女子チームに
　 森山亜衣奈さん（高3）が選手として

出場。また中・高等部小林正典教諭
が監督としてチームを率いました。

　 近的競技で５位、遠的競技で８位と
2種目で入賞しました。

フェアリーコンソート部
　７月31日（月）から宮城県で行われた第４１回
全国高等学校総合文化祭に神奈川県代表として参
加しました。岩沼市で行われた器楽・管弦楽部門
の演奏会にて、オリジナル曲『Fairy's GardenⅢ 
～ミニチュアグランドワルツ～』を演奏しました。
　その際、宮城県を訪問されていた秋篠宮さまと
次女の佳子さまが本校の演奏を鑑賞されました。
　「フルートとハープの演奏がすばらしいですね」
という佳子さまのお言葉が新聞上で紹介されました。
　新たなメンバーで真剣に曲と向き合い、練習を
重ねてきた成果を披露することができました。

マーチングバンド部
　12月17日（日）、さいたまスーパーアリーナで行われた、 
第4５回マーチングバンド全国大会に出場しました。
　1年間の集大成となる大会で、部員たちはこれまでの練習の
成果を発揮した演奏・演技を披露し、高等学校の部（小編成）
で金賞と14年ぶりの編成別最優秀賞を受賞いたしました。 
また11月には、全国高等学校総合文化祭の功績を評価され、
鎌倉市政功労者として表彰されました。

大学・短大 初等部

中・高等部

クラブ活動報告
沖縄舞踊愛好会� �
❖ヨコハマ大学まつり2017� �
❖�第37回神奈川県マーチングバンド� �
フェスティバル

合唱団� �
❖第54回定期演奏会

管弦楽団� �
❖第2回演奏会

吹奏楽団� �
❖第13回定期演奏会

ダンス部� �
❖第３回定期公演

バドミントン部� �
❖�神奈川学生バドミントン連盟� �
秋季神奈川リーグ準優勝
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五
月
二
十
八

日
、
九
州
支
部
総

会
が
福
岡
県
朝
倉

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
の
活
動

報
告
を
し
皆
で
校

歌
を
歌
っ
た
後
、

支
部
長
の
案
内
で

い
ぶ
き
館
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
あ
わ
れ
た
卒
業
生

の
皆
様
に
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
十
月
十
四
日
、
甲
信
越
支
部
総
会
が
新
潟

県
越
後
湯
沢
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
井
新
支
部
長
の
意
気
込
み
や
皆
さ
ん
の

活
気
あ
る
お
話
の
後
、
か
ま
ど
で
炊
い
た
南
魚

沼
の
こ
し
ひ
か
り
に
頬
が
ゆ
る
み
、
和
や
か
な

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
甲
信
越

支
部
で
は
、
副
支

部
長
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
け
る
方

か
ら
の
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
卒
業
生
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
昭
和

三
十
五
年
に
、大
学
と
和
敬
寮
の
思
い
出
を
、

心
身
に
満
た
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

短
期
大
学
協
会
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
通
称
「
短
大
協
会
」
は
、
終
戦
一
年

後
の
会
合
が
濫ら
ん

觴し
ょ
うと
な
っ
て
お
り
、
正
式
に

は
昭
和
二
十
五
年
に
発
足
し
て
い
ま
す
。

　
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
名
誉
会
長
は
、

学
祖
松
本
生
太
先
生
お
一
人
き
り
で
す
。

　
短
大
協
会
事
務
局
に
、
大
き
な
写
真
が
掲

げ
て
あ
り
ま
し
た
。
左
側
に
八
十
余
名
の
全

国
の
学
長
先
生
が
一
列
に
並
び
、
右
端
に
局

長
の
中
原
稔
先
生
（
元
学
長
）、
そ
の
数
歩

前
の
中
央
に
総
代
で
立
っ
て
お
い
で
の
先
生

は
、
松
本
生
太
学
長
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
へ

向
か
れ
数
歩
隔
て
て
立
た
れ
て
い
た
御
方

は
、
昭
和
天
皇
で
し
た
。
誇
ら
し
い
光
景
で

す
。

　
学
祖
は
、
昭
和
十
八
年
に
弁
護
士
を
擲
っ

て
健
学
さ
れ
、
私
達
子
女
の
教
育
に
心
血
を

注
い
で
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
短
大
協
会
が
入
っ
て
い
る
私
学
会
館
（
今

は
地
図
の
目
印
に
）
の
中
で
、
ど
こ
で
で
も

「
七
光
り
」
に
浴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
友
が
建
長
寺
で
座
禅
の
日
、
勤
め
先
の

挨
拶
に
、学
父
松
本
尚
先
生
の
愛ビ
ュ
イ
ッ
ク車に

乘
り
、

磯
子
か
ら
は
学
祖
に
引
率
し
て
い
た
だ
い
た

果
報
者
の
私
で
す
。
こ
の
事
は
、
生
き
て
い

く
途
上
で
の
衿
持
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、私
は
、安
穏
そ
う
な
主
婦
を
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
が
、夫
の
会
社
の
倒
産
を
機
に
、

学
習
塾
を
営
み
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
六
十
五
歳
か
ら
詩
を
書
き
始
め
ま
し
た
。

一
昨
年
は
一
席
と
な
っ
て
目
立
ち
、
年
を
召

し
た
方
々
が
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
友

人
た
ち
は
、「
あ
な
た
と
話
す
と
気
持
ち
が

軽
く
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
こ
、三
十
年
は
病
気
知
ら
ず
で
す
。「
子

の
行
く
末
の
幸
せ
」
を
願
っ
て
く
れ
た
で
あ

ろ
う
父
母
と
、「
ネ
ギ
を
創
ら
れ
た
方
」
を

頭
の
上
に
お
き
、
雑
布
は
時
々
忘
れ
、
辞
書

は
ほ
ぼ
毎
日
開
い
て
、
出
会
い
に
感
謝
の

日
々
で
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
を
、
宮
崎
の
地

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
寄
稿
の
チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
、

九
州
支
部
長
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

― 地 方 支 部 ・ 支 部 長 ―
北 海 道 支 部　　　村川　典子　　　
東 北 支 部　　　三浦　ゆか　　　
甲 信 越 支 部　　　松井千津子　　　
北 陸 支 部　　　橋本　玲子　　　
東 海 支 部　　　勝呂眞理子　　　
関 西 支 部　　　永橋　　馨　　　
中国・四国支部　　　西迫喜久子　　　
九 州 支 部　　　金子真由美　　　
沖 縄 支 部　　　伊藝美智子　　　

 

支
部
会
報
告

甲
信
越
支
部

九
州
支
部

社
会
で
活
躍
さ
れ
て
る
卒
業
生

昭
和
34
年
度
　
短
期
大
学
部
家
政
科
卒
業

短
期
大
学
協
会
に
つ
い
て

椎
葉
　
キ
ミ
子



7

平成28年度  和敬会収支決算書
収入の部

費　目 金　額

同 窓 会 費 7,115,500

預 金 利 子 914

雑 収 入 ―

前年度繰越金 1,403,828

合　計 8,520,242

支出の部

費　目 金　額

事

業

費

和敬会便り出版費 4,962,683

支 部 費 357,794

H P 費 ―

み ど り 祭 533,292

運 営 費 584,836

事 務 費 270,000

設 備・ 備 品 費 13,830

通 信・ 連 絡 費 148,249

消 耗 品 費 20,786

和敬会館光熱費 120,000

慶 弔 費 16,632

支 出 合 計 7,028,102

繰 越 金 1,492,140

合　計 8,520,242

　
懐
か
し
い
学
生
時
代

�

昭
和
61
年
度
卒
業
　
　
三
浦
　
ゆ
か

　

大
学
を
卒
業
し
、
30
年
が
た
ち
ま
し
た
。

私
は
卒
業
後
、
地
元
の
青
森
県
に
帰
り
、
小

学
校
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
東
北

支
部
の
支
部
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

７
、
８
年
前
、
新
し
い
校
舎
に
数
人
の
同

級
生
と
行
き
ま
し
た
。
大
船
撮
影
所
だ
っ
た

所
で
す
。
駅
か
ら
も
近
く
可
愛
ら
し
い
女
子

大
で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
望
月（
長
島
）

先
生
に
も
ご
相
談
し
、
校
舎
の
中
も
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
偶
然
に
も
地
域
の

方
の
打
楽
器
の
指
導
で
、
三
縄
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
皆
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
機
会
に
そ
の
後
数
回
鎌
倉

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
小
町
通
り
は
学
生
時

代
と
は
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
が
、
相
変
わ

ら
ず
オ
シ
ャ
レ
で
と
て
も
落
ち
着
く
場
所
で

す
。
バ
リ
の
お
店
で
買
っ
た
カ
エ
ル
の
ギ
ロ

が
音
楽
の
時
間
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
大

学
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
ら
、
大

学
卒
業
後
、
一
度
だ
け
児
童
学
科
の
ク
ラ
ス

会
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
卒
業

し
て
５
年
く
ら
い
た
っ
た
時
で
し
た
。
50
人

く
ら
い
集
ま
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
結
婚
し
て

い
る
人
も
半
数
く
ら
い
で
、
お
子
さ
ん
が
い

る
人
も
数
人
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
集
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
で

は
そ
れ
ぞ
れ
家

庭
を
も
ち
、
お

子
さ
ん
が
い
る

方
も
沢
山
い
る

こ
と
と
思
い
ま

す
。
お
孫
さ
ん

が
い
る
方
も
い

る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
私
は
高
校
の
同
級
生
と
結
婚
し
、
長

女
、
次
女
は
大
学
生
、
長
男
は
高
校
生
で
す
。

ま
た
、
皆
に
会
い
た
い
で
す
。（
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
！
待
っ
て
い
ま
す
。）

　

大
学
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
三
縄
先
生
、

望
月
先
生
と
こ
こ
数
年
上
京
す
る
機
会
に
、

お
会
い
し
て
い
ま
す
。
会
う
度
に
学
生
時
代

に
戻
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は
私
の
次
女
も
交
え

て
、
食
事
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
縄
先
生
は
現
在
大
学
の
吹
奏
楽
部
を

以上収支決算について公正、妥当である
と認め、相違ないことを報告いたします。
� 平成29年６月13日

監事

監事

支
部
だ
よ
り

東
北
支
部

第
六
回

ご
指
導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
現
在
も
マ
ー
チ
ン
グ
の
方
で
も
、
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

先
日
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
話
し
合
い
の
た

め
、
十
和
田
市
近
辺
に
い
る
、
和
敬
会
会
員

で
数
人
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
年
も
違

い
ま
し
た
が
、
友
達
や
先
生
方
、
校
舎
、
寮

な
ど
の
話
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
特

に
、
校
舎
に
礼
を
す
る
こ
と
、
寮
の
門
限
が

平
日
は
７
時
、土
日
で
も
９
時
だ
っ
た
こ
と
、

制
服
を
着
て
大
学
に
行
っ
た
こ
と
、
歩
道
橋

を
雑
巾
で
拭
い
て
掃
除
し
て
い
た
こ
と
が
懐

か
し
く
、
楽
し
く
、
驚
い
た
話
題
で
し
た
。

今
は
、も
う
寮
は
壊
さ
れ
、無
い
そ
う
で
す
。

　

東
北
支
部
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
お
声
が
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
十
和
田
市
も
良
い
と
こ
ろ
で

す
。
こ
ち
ら
に
来
る
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
支
部
だ
よ
り
次
回（
七
回
）は
北
海
道
で
す
。

訃
　
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

髙
　
城
　
義
太
郎
　
先
生

学
事
顧
問
・
名
誉
教
授
・
元
常
務
理
事�

平
成
三
十
年
　
二
月
八
日�

ご
逝
去

栗
　
田
　
庸
　
美
　
先
生

中
・
高
等
部
英
語
　
ご
担
当�

平
成
二
十
九
年
　
十
二
月
二
十
九
日

�

ご
逝
去



第23回鎌倉女子大学学園祭

大 学 院 短期大学部
〒247-8512　鎌倉市大船6丁目1番3号　TEL.0467-44-2111（代表） JR「大船駅」下車、徒歩8分

高 等 部 中 等 部
〒247-8511　鎌倉市岩瀬1420　TEL.0467-44-2200（代表） JR「大船駅」下車、バス約10分

幼 稚 部初 等 部

大船キャンパス

岩瀬キャンパス

大学　家政学部　児童学部　教育学部

第
24
回
鎌
倉
女
子
大
学
学
園
祭

カ
フ
ェ 

和
敬
会
参
加

カ
フ
ェ 

和
敬
会
参
加

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
こ
し
下
さ
い
。

幼
稚
部・初
等
部
11
月
10
日（
土
）

11
日（
日
）

中・高
等
部

９
月
15
日（
土
）

16
日（
日
）

岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学・短
大

11
月
３
日（
祝・土
）

４
日（
日
）　

大
船
キ
ャ
ン
パ
ス

お誘い

み
ど
り
祭

「
カ
フェ
和
敬
会
」



イトー
ヨーカドー

1F タクシーのりば
ルミネウィング

バスターミナル

岩瀬住宅

工事中

大東橋

交番

2F モノレール大船駅

岩井口

笠間一丁目

笠間町 笠間十字路

至横浜

至
鎌
倉

笠間十字路

平島 公田
女子大前

北改札・笠間口

南改札・東口

鎌倉芸術館

中央病院

大船
郵便局

鎌倉女子大学
岩瀬キャンパス

総会会場　松本講堂

鎌倉女子大学
大船キャンパス

大船駅

砂押川

JR横須賀線
鎌倉・横須賀方面

JR東海道線
藤沢・小田原方面

至本郷台

JR東海道線
戸塚・横浜原
方面

本郷台駅

切 り 取 り 線

2 4 7 8 5 1 1

鎌
倉
市
岩
瀬
１
４
２
０

鎌
倉
女
子
大
学

和
敬
会 

事
務
局 

行

6 2 円
切手を
お貼り
下さい

大船駅は、平成18年４月に
改修・変更されています。
駅から、バスで岩瀬キャン
パスにお越しになる時は、
北改札・笠間口（戸塚寄り）
をご利用ください。
駅内はすべてバリアフリー
でエレベーター・エスカレー
ターがあります。

和 敬 会 総 会 の ご 案 内

和
敬
会
総
会
の
お
知
ら
せ

日　
時　
平
成
30
年
10
月
14
日
㈰

　
　
　
　
【
受　
付
】　  

９
時
か
ら

　
　
　
　
【
総　
会
】　 

10
時
〜
11
時

　
　
　
　
【
講
演
会
】　 

11
時
20
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野　
仁
氏
（
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
」

　
　
　
　
中
・
高
等
部
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
ド
リ
ル
演
奏

　
　
　
　
懇
親
会　
13
時
〜
14
時
20
分　
会
費
無
料

会　
場　
鎌
倉
女
子
大
学
岩
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
松
本
講
堂

　
　
　
　

 
ご
出
席
の
通
知
は
６
月
30
日
㈯
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

 
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
和
敬
会
館　

☎︎
０
５
０
（
１
０
９
２
）
０
４
７
３

　
　
　
　
　
　
　

 
６
月
〜
９
月　

第
１
・
第
３
火
曜
日　

11
時
〜
14
時



切 り 取 り 線

和敬会総会 出席通知
（欠席の方はお出しにならないでください）

草
く さ

野
の

　仁
ひとし

氏
（TVキャスター）

ふりがな 旧姓

氏　名

住　所
〒

電　話
卒業学校
卒業されたすべての学校に○印を付けてください 卒業年

（　　）京浜女子家政理学専門学校 S 年3月

（　　）鎌倉女子大学大学院 H 年3月

（　　）京浜・鎌倉女子大学 S・H 年3月

（　　）　 　 　 　短期大学部 S・H 年3月

（　　）　 　 　 　幼稚園教員養成所 S・H 年3月

（　　）　 　 　 　高等部 S・H 年3月

（　　）　 　 　 　中等部 S・H 年3月

（　　）　 　 　 　初等部 S・H 年3月

（　　）　 　 　 　幼稚部 S・H 年3月

大船キャンパス見学（14：20 〜 15：00）
希望する方は○を付けてください

※ 6/30（土）までにお出しください

和
敬
会
会
費
に
つ
い
て

　

和
敬
会
運
営
資
金
は
卒
業
時
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
会
費
の
み
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
和
敬
会
が
主
催
す
る
会
で
は
、
参
加
費
等
を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
寄
付
を
募
る
こ
と
も
い
っ
さ
い
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

和
敬
会
会
費
は
、
学
祖
松
本
生
太
先
生
が
、
和
敬
会
発
足
時
に
終
身
会
費
と
し
て
在
学
中

に
授
業
料
と
同
時
に
納
入
し
て
頂
く
シ
ス
テ
ム
を
お
考
え
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
和
敬
会
会
長
を
な
さ
っ
た
松
本
尚
先
生
に
、
会
費
の
運
用
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

壱
億
円
を
蓄
え
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
運
用
や
利
子
を
あ
わ
せ
て
壱
千
万
円
を
プ
ー
ル
す
る

に
至
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
諸
事
情
に
よ
り
会
費
と
共
に
、
和
敬
会
だ
よ
り
作
成
、
発
送
費
、

和
敬
会
会
員
名
簿
ク
ラ
ウ
ド
管
理
費
、
各
支
部
活
動
補
助
費
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
は
、
松
本
尚
先
生
の
生
誕
百
年
で
し
た
。
そ
の
記
念
と
し
て
和
敬
会
よ
り

鎌
倉
女
子
大
学
発
展
の
た
め
に
壱
千
万
円
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
平
和
の
国
の
朝
ぼ
ら
け

　
　

そ
よ
ぐ
田
の
面
の
春
の
風

　
　

学
び
の
庭
に
咲
き
匂
う

　
　

文
華
の
花
の
香
ぞ
高
き

　
　

こ
こ
相
模
野
の
わ
が
母
校

二
、
青
海
原
に
波
白
く

　
　

渡
る
か
も
め
の
数
い
く
つ

　
　

友
よ
ぶ
声
に
あ
け
く
れ
て

　
　

こ
の
日
の
本
を
育
つ
べ
く

　
　

誓
う
も
う
れ
し
わ
れ
ら
友

三
、
昔
を
語
る
五
所
の
宮

　
　

た
わ
わ
に
み
の
る
文
明
の

　
　

み
の
り
の
秋
に
来
り
な
ば

　
　

我
等
が
も
て
る
利
鎌
も
て

　
　

い
ざ
刈
り
入
れ
の
そ
な
え
せ
よ

四
、
ま
し
ろ
さ
富
士
の
峰
き
よ
く

　
　

仰
ぐ
み
空
の
雲
の
う
え

　
　

い
し
ず
え
永
久
に
ゆ
る
ぎ
な
し

　
　

こ
れ
ぞ
我
等
の
か
が
み
な
れ

　
　

こ
れ
ぞ
我
等
の
す
が
た
な
れ

略歴
昭和19年2月24日　
　満州・新京に生まれる
昭和37年3月　
　長崎県立西高等学校卒業
昭和42年3月　
　東京大学文学部社会学科卒業
昭和42年4月　
　NHK入社　鹿児島放送局赴
任（その後福岡、大阪局を経る）
昭和52年8月　NHK東京アナウ
ンス室へ
主にスポーツ・キャスターとして、モントリオール（昭和51年）及びレー
クプラシッド（昭和55年）オリンピックをはじめ、さまざまなスポー
ツの実況中継を担当。また、「ニュースセンター9時」「ニュースワイド」
のキャスターも務めた。
昭和60年2月　NHK退社　以後、フリーのTVキャスターとして活躍中

出演中のTV番組
TBS「世界ふしぎ発見!」（毎週土曜日21：00〜21：54）
テレビ東京「主治医が見つかる診療所」（毎週木曜日19：53〜21：00）
グリーンチャンネル「草野仁のGateJ+（プラス）」（木曜日21：30〜
22：00）

校 歌


